
 

船舶事故等調査報告書 

平成２６年１０月２３日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１４那第２７号 

事故等種類 運航不能（舵故障） 

発生日時 平成２６年６月１１日（水） １１時１５分ごろ 

発生場所 沖縄県座間味
ざ ま み

村座間味島北東方沖 

 座間味村所在の牛
うし

ノ
の

島
しま

灯台から真方位３５２°１.９海里付近 

 （概位 北緯２６°１５.５′ 東経１２７°１９.８′） 

事故等調査の経過  平成２６年６月１９日、本インシデントの調査を担当する主管調査

官（那覇事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

ダイビング船 LEGEND
レ ジ ェ ン ド

、１５トン 

 ２９０－５９８０３沖縄、株式会社沖縄銀行 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 なし 

 事故等の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、インストラクター３人及びダイビ

ング客７人を乗せ、沖縄県渡嘉敷
と か し き

村黒島北方沖のダイビングポイント

でダイビングを終え、次のダイビングポイントに向けて座間味島北東

方沖を航行中、平成２６年６月１１日１１時１５分ごろ、操舵不能と

なったので、警察に通報した。 

 本船は、付近を航行中の警察艇にえい
．．

航されて座間味村座間味港に

入港した。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南、風力 ３、視界 良好 

その他の事項  本船は、本インシデント後、修理業者が点検したところ、操舵装置

の油圧ホースの接続金具が腐食して亀裂を生じ、作動油が流失して操

舵不能となったことが判明した。 

 操舵装置の油圧ホースの接続金具は、約７年使用されていた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

なし 

 本船は、座間味島北東方沖を航行中、操舵装置の油圧ホースの接続

金具が腐食して亀裂を生じたことから、作動油が流失し、操舵不能と

なり、運航不能となったものと考えられる。 

原因  本インシデントは、本船が、座間味島北東方沖を航行中、操舵装置

の油圧ホースの接続金具が腐食して亀裂を生じたため、作動油が流失

し、操舵不能となったことにより発生したものと考えられる。 



 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・操舵装置の油圧ホースの接続金具は、定期的に点検を実施し、腐

食等の異常箇所の早期発見に努めること。 

 


